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55月月

新しい生活のスタート
　４月９日に町内の各小学校で入学式が行われました。
　新入生の入場を来賓や保護者の皆さん、先生たちが大きな拍手
で出迎えました。
　新入生は、校長先生や来賓のお話を緊張した表情で聞いていま
したが、その瞳には新しい生活への希望がみなぎっていました。

町木／松 町花／セッコク

今月の主な内容

■平成２１年度予算概要 ……………………… 4
■介護保険からのお知らせ …………………… 18
■松島町温水プール各種教室募集 …………… 19

No. 413
歴史・文化の継承と創造
平成21年（2009）５月１日



2

明
神
交
差
点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

三
月
二
十
三
日
に
高
城
地
区
の
明
神

踏
切
交
差
点
の
町
道
高
城
桜
渡
戸
線
側

へ
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
道
四
十
五
号
交
差

点
内
に
押
し
ボ
タ
ン
式
の
歩
行
者
専
用

信
号
機
の
み
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
車
両
等
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
通
常
信
号
機

と
横
断
歩
道
の
早
期
設
置
を
宮
城
県
公

安
委
員
会
や
宮
城
県
塩
竈
警
察
署
な
ど

へ
要
望
し
、
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
設
置
さ
れ
た
信
号
機
は

町
道
高
城
桜
渡
戸
線
側
の
踏
切
側
と
明

神
橋
側
に
二
つ
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
歩

行
者
用
信
号
と
横
断
歩
道
も
二
ヶ
所
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
差
点
を
利
用
し
て
い
た
町
民
の
方

は
「
こ
れ
ま
で
国
道
に
合
流
す
る
の
に
危

険
を
感
じ
て
い
た
が
、
信
号
機
が
設
置

さ
れ
安
心
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲

町
道
側
に
新
設
さ
れ
た
信
号
機

▲

歩
行
者
用
の
信
号
と
横
断
歩
道
も
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

▲
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
落
成
式

▲

車
庫
に
は
水
防
資
財
も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す

第
六
分
団
の
消
防
車
庫
が
完
成

　

消
防
団
第
六
分
団
の
消
防
車
庫
が
旧

第
四
幼
稚
園
跡
地
に
完
成
し
、
三
月

二
十
九
日
に
落
成
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
大
橋
町
長
が
「
町
で
は
防

災
を
町
政
の
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
消
防
車
庫
の
完
成
で
、
地
域
の
防

災
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
六
分
団
の
皆

さ
ん
は「
念
願
の
消
防
車
庫
が
完
成
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
六
分
団
の
消
防
車
庫
に
は
消
防
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
二
台
配
備

さ
れ
る
ほ
か
、
吉
田
川
・
鳴
瀬
川
の
水

害
時
に
対
応
す
る
た
め
の
水
防
資
材
も

保
管
し
て
い
ま
す
。
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▲

タ
イ
で
活
躍
す
る
佐
野
ひ
ろ
さ
ん

▲

大
橋
町
長
が
芭
蕉
の
句
を
説
明

　
（
フ
ラ
ン
ス
国
営
テ
レ
ビ
）

▲

新
し
く
な
っ
た
分
館
の
前
で
、
餅
ま
き
も

行
わ
れ
ま
し
た

▲

阿
部
良
一
さ
ん（
左
）と
阿
部
忠
太
郎
さ
ん（
右
）

が
大
蔵
流
の
謡
曲
を
披
露

海
外
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
立
て
続
け
に

　

四
月
に
入
り
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
取
材

が
立
て
続
け
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
タ

イ
の
国
営
放
送
が
松
島
町
へ
取
材
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

四
月
七
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
営
テ
レ

ビ
が
西
行
戻
し
の
松
公
園
と
雄
島
を
取

材
し
、
大
橋
町
長
が
芭
蕉
の
俳
句
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。
記
者
の
リ
ン
セ
ン

ト
さ
ん
は
「
西
行
戻
し
の
松
公
園
か
ら

の
朝
日
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し

た
」と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
月
十
一
日
に
は
タ
イ
国
営

放
送
「
Ｔ
Ｖ　

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
」
の
旅
番
組

が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
タ
イ
で
活
躍

す
る
日
本
人
俳
優
の
佐
野
ひ
ろ
さ
ん

が
、
観
瀾
亭
で
の
抹
茶
体
験
や
Ｆ
Ｆ
磯

崎
で
の
半
農
半
漁
体
験
、
伊
達
政
宗
歴

史
館
な
ど
を
取
材
し
、
日
本
文
化
を
タ

イ
語
と
日
本
語
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
い
ま
し
た
。

根
廻
分
館
改
修
工
事
完
成
祝
賀
会

　

根
廻
分
館
の
耐
震
改
修
工
事
が
完
了

し
、
三
月
二
十
九
日
に
区
民
へ
の
お
披

露
目
を
か
ね
た
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
区
内
に
昔
か

ら
伝
わ
る
大
蔵
流
の
謡
曲
が
六
代
目
家

元
の
阿
部
良
一
さ
ん
と
家
門
の
阿
部
忠

太
郎
さ
ん
に
よ
る
、
新
築
や
改
築
の
際

に
謡
わ
れ
る
祝
い
の
曲
三
曲
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
阿
部
滋
区
長
は
「
災
害
時

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た
、
区
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
大
切
に
利
用
し
、

松
島
一
き
れ
い
で
、
快
適
な
分
館
と
し

て
守
り
継
い
で
い
き
た
い
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
作
成
し
た
元
禄
潜
穴

を
紹
介
す
る
紙
芝
居
が
語
り
部
に
よ
り

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
千
個
の
紅
白
の
餅

ま
き
も
行
わ
れ
、
見
違
え
る
程
き
れ
い

に
な
っ
た
分
館
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。　



　

三
月
に
開
催
さ
れ
た
松
島
町
定
例
議
会
で
、

一
般
会
計
予
算
案
の
ほ
か
、
九
つ
の
各
種
特

別
会
計
等
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

4

【
土
地
利
用
】
本
年
度
か
ら
、
仙

塩
広
域
都
市
計
画
区
域
へ
の
変
更

見
直
し
が
本
格
化
し
ま
す
が
、
土

地
利
用
や
日
常
生
活
圏
、
交
通
条

件
等
の
実
態
に
即
し
た
都
市
計
画

と
な
る
よ
う
県
と
の
協
議
を
行
い

ま
す
。

【
環
境
保
全
】
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
等

の
地
域
清
掃
活
動
の
実
施
、
不
法

投
棄
防
止
の
巡
回
・
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
に
取
り
組
み
、
環
境
美
化
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
指
導
等
と

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
ご
み
の

減
量
化
を
図
り
、
循
環
型
社
会
へ

の
転
換
を
目
ざ
し
ま
す
。

【
住
宅
】
地
震
に
よ
る
住
宅
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
耐

震
診
断
助
成
事
業
及
び
耐
震
改
修

工
事
助
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
を
推
進

し
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】
本
郷
区
及
び

高
城
区
の
集
会
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
と
な
る

よ
う
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
を

行
い
な
が
ら
進
め
ま
す
。

【
上
水
道
】
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機

能
強
化
と
し
て
、
配
水
管
の
増
径

及
び
老
朽
管
の
布
設
替
並
び
に
海

岸
減
圧
弁
の
更
新
等
を
実
施
し
ま

す
。

 

ま
た
、
災
害
に
備
え
る
た
め
、

病
院
や
保
健
福
祉
施
設
等
の
受
水

槽
に
ポ
ン
プ
で
水
を
供
給
で
き
る

加
圧
式
給
水
車
を
導
入
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
老
朽
施
設
等
の
調
査

設
計
等
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
調

査
結
果
を
見
定
め
て
、
施
設
整
備

の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

【
下
水
道
】
汚
水
は
、
初
原
準
幹

線
築
造
工
事
及
び
長
田
準
幹
線
築

造
工
事
を
実
施
し
、
よ
り
快
適
な

生
活
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

  

雨
水
は
高
城
雨
水
ポ
ン
プ
場
電

気
設
備
更
新
工
事
、
雨
水
ポ
ン
プ

場
改
築
更
新
実
施
設
計
を
行
い
改

築
等
の
計
画
を
進
め
ま
す
。
合
併

処
理
浄
化
槽
は
補
助
金
制
度
、
改

造
資
金
融
資
斡あ

っ

旋せ
ん

制
度
の
広
報
に

努
め
、
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
道
路
】
国
道
四
十
五
号
の
松
島

海
岸
地
区
の
区
間
で
、
歩
道
の
拡

幅
整
備
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
早
期
に
工
事
着
手
さ
れ

る
よ
う
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し

ま
す
。
町
道
は
、
生
活
道
路
環
境

自
然
に
恵
ま
れ
た

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
る
松
島
の
実
現
に
向
け
て

五
十
二
億
五
千
二
百
万
円

平成２１年度は、「防災」、「コミュニティ」、「観光」の
３つを基軸としてまちづくりを推進します

　少子高齢化や核家族化が進み、価値
感も多様化する中、町民の皆さんが安
心して暮らせる地域づくりには、地域住
民の相互協力が不可欠であり、コミュニ
ティ組織の役割が大変重要です。このた
め、コミュニティ活動の拠点施設の整備
を計画的に推進するとともに、様々な主
体と連携しながら、既存のコミュニティ
団体等の活動支援を推進します。

　昨年のＤＣでの貴重な成果を活かし、
リピーターとして何度も訪れていただ
けるよう、松島の自然・歴史・文化・
食等の地域資源の魅力を更に高める施
策を推進し、観光客をはじめとする交
流人口の更なる拡大を図ります。

　近い将来に発生が予想される宮城県
沖地震等の災害から私たちの大切な生
命を守るため、災害時の避難施設とな
る施設整備や一般住宅の耐震化、地
域の防災力の向上など、ハード・ソフ
トの両面にわたる防災対策を総合的に
推進します。

コミュニティ

観 光 防 災
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の
安
全
性
並
び
に
利
便
性
の
向
上

に
向
け
て
、
整
備
の
必
要
性
、
優

先
順
位
等
を
見
極
め
、
狭き

ょ
う

隘あ
い

道
路

整
備
事
業
、
舗
装
補
修
、
側
溝
改

良
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
】
仙
石
線
松
島
海
岸

駅
の
整
備
は
、
基
本
計
画
調
査
に

基
づ
き
、
宮
城
県
及
び
観
光
関
係

者
等
と
調
整
し
、
東
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
と
の
協
議
を
進
め
、

景
観
に
配
慮
し
た
松
島
ら
し
い
駅

舎
及
び
周
辺
整
備
が
実
現
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
】
宮
城
県
沖
地
震

に
備
え
、
消
防
署
、
自
衛
隊
な
ど

の
関
係
機
関
や
、
消
防
団
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
地
域
防
災
を
担

う
自
主
防
災
組
織
の
町
内
全
地
区

設
置
に
向
け
て
、
引
き
続
き
積
極

的
か
つ
効
果
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
情
報
を

迅
速
か
つ
的
確
に
伝
達
・
収
集
で

き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
式
防
災
行

政
無
線
の
機
能
を
活
か
し
た
訓
練

を
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

各会計区分  (単位:千円)
■国民健康保険特別会計 1,728,524
■老人保健特別会計 1,595
■後期高齢者医療特別会計 176,789
■介護保険特別会計 1,066,758
■介護サービス事業特別会計 4,700
■観瀾亭等特別会計 75,896
■松島区外区有財産特別会計 1,779
■下水道事業特別会計 1,206,163
■水道事業会計 967,514

主な事業
◆長期総合計画関連経費 2,519千円
◆消防施設整備事業 14,616千円
◆公共下水道事業（繰入金） 438,165千円
◆自主防災組織運営経費 1,315千円
◆手樽地域交流センター管理に要する経費
 8,902千円
◆松島東部地域交流センター管理に要する経費
 5,810千円
◆道路維持管理経費 32,959千円

民生費
1,133,971
（21.6％）

人件費
1,207,607
（23.0％）

町税
1,698,740
（32.3％）

分担金・負担金
使用料・手数料・諸収入
351.341（6.7％）

その他
323,356（6.2％）

国・県支出金
395,958（7.5％）

地方交付税
1,647,600
（31.4％）

町債
539,700
（10.3％）

その他
295,305（5.6％）

公債費
1,043,741
（19.9％）

補助費等
734,194
（14.0％）

扶助費
301,955（5.7％）

物件費
931,497
（17.7％）

繰出金
760,345
（14.5％）

公債費
1,043,746
（19.9％）

総務費
787,417
（15.0％）

教育費
553,262
（10.5％）

衛生費
375,172
（7.1％）

消防費
219,813（4.2％）

その他 132,405（2.5％）

農林水産業費
163,917（3.1％）

普通建設費
災害復旧費
140,256
（2.7％）

商工費 158,244（3.0％）
議会費 117,921（2.2％）

労働費 48,978（0.9％）

土木費
637,059
（12.1％）

予備費 10,000（0.2％）
災害復旧費 2,500（0.0％）

一
般
行
政
費

依
存
財
源

自
主
財
源

54.8
％48.7

％

義
務
的
経
費

48.6
％

投
資
的
経
費

2.7
％

45.2
％

町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
入　湯　税
都市計画税

歳　出 歳　入

目的別経費 性質別経費
100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

松島町一般会計総額　52億5千2百万円
（単位：千円）

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。

（単位：千円）

依存財源
国や県の意思により定
められた額を交付された
り、割り当てられたりす
る収入をいいます。

義務的経費
人件費や扶助費などの
支出が義務づけられ、
任意に削減できない経
費をいいます。

投資的経費
支出の効果が資本形成
に向けられ、施設等が
ストックとして将来に残
るものに支出される経
費をいいます。

一般行政費
義務的経費や投資的
経費などを除いた経常
的に支出される経費を
いいます。

自主財源
歳入のうち、自主的に
収入できるものをいいま
す。
町税、分担金及び負
担金、使用料及び手
数料などがこれに当たり
ます。

▲ハード・ソフト両面での防災対策を推進します
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【
保
健
・
医
療
】
住
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
や
か
な
生
活
を
送
る

た
め
の
健
康
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

各
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
事

業
を
展
開
し
ま
す
。
妊
婦
健
康
診

査
は
、
五
回
か
ら
十
四
回
に
支
援

を
拡
充
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】
介
護
予
防
と
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
き
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

【
児
童
福
祉
】
乳
幼
児
医
療
費
助

成
事
業
の
通
院
対
象
の
年
齢
を
小

学
校
就
学
前
ま
で
拡
大
し
、
子
育

て
世
帯
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
を

安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
前
期

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
の
五
ヵ
年
を
計

画
期
間
と
す
る
後
期
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
】
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
給
付
事
業
・
地
域

生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促

進
と
し
て
送
迎
を
実
施
す
る
事
業

所
へ
の
助
成
、
重
度
の
障
害
を
持

つ
方
な
ど
へ
の
外
出
支
援
と
し
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
助
成
を
継
続
し

て
実
施
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
、

自
立
促
進
に
努
め
ま
す
。

【
社
会
保
障
】
医
療
制
度
改
革
に

伴
い
保
険
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
た

特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
受
診
率

向
上
に
努
め
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
改
善
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
運
営
主

体
で
あ
る
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
の
連
携
を
図
り
、

各
種
届
出
の
受
付
、
保
険
料
の
徴

収
等
の
事
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。
介
護
保
険
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
の
周
知
、

住
民
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、

適
正
な
介
護
給
付
管
理
及
び
介
護

保
険
料
の
徴
収
等
の
事
務
の
円
滑

化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予

防
事
業
・
包
括
的
支
援
事
業
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
要
支
援
認

定
者
に
対
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
作
成
し
、
可
能
な
限
り

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
】「
松
島
町
教
育
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、確
か
な
学
力
・

豊
か
な
人
間
性
・
健
康
体
力
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け
さ
せ
、
生

き
る
力
を
育
み
、
各
学
校
に
引
き

続
き
特
別
支
援
教
育
補
助
員
を
配

置
し
、
基
礎
基
本
の
指
導
の
も
と

に
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

　

奨
学
金
貸
与
事
業
は
、
新
規
の

奨
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。
学
校

施
設
の
整
備
は
、
松
島
第
一
小
学

校
体
育
館
建
設
事
業
を
推
進
す
る

な
ど
、
更
な
る
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

【
社
会
教
育
】
家
庭
や
地
域
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
学
習
意
欲
に

満
ち
た
人
づ
く
り
を
推
進
し
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
様
々
な

学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
松
島
第
三
小
学
校
及

び
旧
松
島
第
四
小
学
校
は
、
町
民

の
生
涯
学
習
の
振
興
と
健
康
の
維

持
増
進
を
図
り
、
町
民
の
相
互
交

流
を
促
進
す
る
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
八
月

一
日
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】
地
域
、
学
校
、

各
種
団
体
と
連
携
し
て
各
体
育
施

設
の
活
用
を
図
り
、
町
民
の
健
康

維
持
・
増
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
体
力

向
上
と
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
各
種
事

業
を
開
催
し
ま
す
。
温
水
プ
ー
ル

は
、
各
種
教
室
の
開
催
や
施
設
Ｐ

Ｒ
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
利
用

促
進
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
町
の
実
情
に
即
し

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

健
康
で
互
い
に
助
け
あ
い
、

心
の
か
よ
い
あ
う
温
か
い
ま
ち
づ
く
り

主な事業
◆スポーツ団体等育成関係費 3,440千円
◆留守家庭児童学級運営事業 7,523千円
◆子供安全対策事業 607千円
◆社会教育事業運営に要する経費 1,335千円
◆旧仙台育英学園松島研修センター管理
　に要する経費 5,890千円

主な事業
◆老人福祉関係事業 30,071千円
◆保健衛生事業 15,153千円
◆子育て支援事業 1,235千円
◆次世代育成支援対策事業 424千円
◆乳幼児医療費助成事業 12,357千円
◆母子衛生に要する経費 11,345千円
　母子保健事業
　妊婦及び乳幼児健康診査など

松
島
町
の
個
性
を
大
切
に
す
る

心
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

▲次世代を担う子どもを安心して育てられる町へ

▲スポーツ振興計画の策定を進めます
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【
観
光
都
市
】
伊
達
な
広
域
観
光

圏
（
仙
台
市
・
気
仙
沼
市
・
登
米

市
・
大
崎
市
・
利
府
町
・
南
三
陸

町
・
一
関
市
・
奥
州
市
・
平
泉
町
）

や
松
島
湾
岸
（
塩
竈
市
・
多
賀
城

市
・
東
松
島
市
・
七
ヶ
浜
町
・
利

府
町
）
で
の
取
り
組
み
を
行
い
、

松
島
の
魅
力
を
内
外
に
情
報
発
信

し
滞
在
型
観
光
地
と
し
て
の
エ
リ

ア
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
国
際
観
光
】
観
光
案
内
板
や
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
外
国
語
表
記
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
国
際
観
光
地
と
し
て
、

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
団
体
へ
の
支
援
や
、

観
光
業
界
と
の
連
携
を
図
り
、
海

外
と
の
交
流
事
業
の
推
進
に
努
め
、

マ
ス
コ
ミ
等
の
情
報
発
信
機
能
を

活
用
し
、
世
界
を
意
識
し
た
観
光

地
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
松
島
温
泉
組
合
を
支

援
し
、
松
島
の
新
し
い
魅
力
の
情

報
発
信
を
共
同
で
行
い
な
が
ら
、

誘
客
促
進
に
努
め
ま
す
。

【
景
観
】
地
域
特
性
に
あ
っ
た
良

好
な
景
観
の
形
成
を
実
現
す
る
た

め
の
指
針
と
な
る
景
観
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
】
特
別
名
勝
松
島

は
、
本
年
度
に
保
存
管
理
計
画
の

改
訂
が
さ
れ
る
の
で
、
日
常
生
活

や
経
済
活
動
と
の
調
和
と
文
化
財

が
保
護
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と

整
備
や
活
用
の
方
針
を
検
討
し
ま

す
。
国
宝
瑞
巌
寺
本
堂
等
は
、
引

き
続
き
改
修
工
事
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
品
井
沼
干
拓
資
料
館
は
、

品
井
沼
干
拓
の
歴
史
を
町
内
外
へ

Ｐ
Ｒ
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
よ
り
良
い
文
化
財

の
活
用
や
歴
史
・
文
化
の
啓
蒙
を

図
る
た
め
、
専
門
的
知
識
を
有
す

る
学
芸
員
を
配
置
し
ま
す
。

【
農
林
業
】
担
い
手
農
家
と
集
落

営
農
組
織
へ
の
支
援
と
育
成
を
関

係
機
関
と
と
も
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
大
豆
等
の
集
団
転
作
で
の
、

装
備
の
充
実
と
栽
培
技
術
向
上
へ

の
支
援
を
行
い
、
適
期
収
穫
、
収

量
確
保
、
品
質
向
上
を
推
進
し
ま

す
。
県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
は
、

ほ
場
整
備
事
業
の
土
手
外
地
区
、

下
志
田
地
区
、
松
島
東
部
地
区
で
、

引
き
続
き
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

品
井
沼
地
区
、
幡
谷
地
区
は
、
排

水
機
場
及
び
機
場
周
辺
の
付
帯
施

設
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
銭
神
地
区
県
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
及
び
高
城
川
揚
水
機

場
等
更
新
事
業
は
、
平
成
二
十
二

年
度
の
事
業
採
択
に
向
け
事
業
計

画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

松
く
い
虫
防
除
事
業
は
、
宮
城

県
及
び
特
別
名
勝
松
島
地
域
の
関

係
自
治
体
と
連
携
し
て
、
空
中
散

布
、
地
上
散
布
及
び
伐
倒
駆
除
等

を
実
施
し
、
被
害
の
拡
大
防
止
と

景
観
保
持
に
努
め
ま
す
。

　

里
山
エ
リ
ア
再
生
事
業
は
、
森

林
機
能
の
回
復
と
森
林
資
源
の
確

保
を
図
る
た
め
、
事
業
者
に
対
し

継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

【
地
産
地
消
】
ま
つ
の
市
、
産
業

ま
つ
り
等
の
地
産
地
消
活
動
事
業

へ
の
継
続
支
援
を
行
い
、
安
全
・

安
心
な
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
学
校
給
食
で

の
特
色
あ
る
ふ
る
さ
と
給
食
を
目

ざ
し
、
地
場
産
食
材
の
利
用
を
推

進
し
、
町
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
い
て
、
地
場
産
品
の
宣
伝

販
売
を
推
進
し
ま
す
。

【
水
産
業
】
カ
キ
の
生
産
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
な
カ
キ
の
生

産
へ
の
支
援
を
行
ま
す
。
ま
た
、

ア
サ
リ
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
採

貝
養
殖
事
業
、
母
貝
育
成
事
業
へ

支
援
し
、
ア
サ
リ
の
資
源
確
保
と

生
産
量
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
漁
港
は
、
磯
崎
漁
港
施
設
と

漁
港
環
境
の
整
備
事
業
が
継
続
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
商
工
業
】
商
店
経
営
者
に
対
す

る
融
資
斡
旋
と
商
工
会
事
業
へ
の

支
援
を
行
い
、
観
光
及
び
農
林
水

産
業
等
の
関
係
団
体
等
と
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

主な事業
◆県営土地改良事業（ほ場整備事業等）
 13,220千円
◆県営土地改良事業（湛水防除事業等）
 3,889千円
◆松くい虫防除対策事業 22,855千円
◆水産業振興に要する経費 3,515千円
◆中小企業融資資金貸付金 48,000千円

主な事業
 ◆観光振興事業 65,897千円
　・観光宣伝経費・
　　歩行者系サイン整備事業
　・伊達文化魅力再発見事業
　・外国語案内ツール作成事業
◆文化財調査保存事業 10,801千円
◆企画事務経費（各種プロジェクト）
　景観計画策定業務 5,300千円

「
歴
史・文
化・自
然・人
」を
生
か
し
た

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

松
島
人
〞エ
ネ
ル
ギ
ー
が
躍
動
す
る

ま
ち
づ
く
り

▲外国語表記の案内を充実させます

▲地産地消を支援します
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子
ど
も
と
豊
齢
者
の 　
　

交
通
安
全
大
会
表
彰

　

四
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
子
ど
も
と
豊
齢

者
の
交
通
安
全
大
会
で
、
松
島
第
一
小
学
校

の
菊
地
楓
さ
ん
（
六
年
）
の
制
作
し
た
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
が
、
見
事
、
安
全
運
転
管
理

者
事
業
主
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
三
箇
条
・
俳
句
・
短
歌

の
部
で
塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
松
島
支
部

の
桜
井
カ
チ
子
さ
ん
（
幡
谷
）
の
作
品
「
ハ

ン
ド
ル
と　

ケ
イ
タ
イ
同
時
は　

メ
チ
ャ
危

険
」
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
へ
の
協
力

が
認
め
ら
れ
松
島
第
一
小
学
校
（
歌
野
正
一

校
長
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

勇
壮　

神
輿
の
共
演

　

日
吉
山
王
神
社
の
例
大
祭
が
四
月
十
九
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

お
は
や
し
や
稚ち

児ご

行
列
、
武
者
行
列
を
従
え
、

約
一
ト
ン
の
神み

輿こ
し

が
氏
子
に
か
つ
が
れ
地
区

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
紫
神
社
の
神
輿
も
松
島
海
岸
中
央

広
場
に
登
場
し
、
町
内
で
は
初
め
て
神
輿
の

共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
二
つ
の
神
輿
が
勇

壮
に
練
り
動
く
姿
に
会
場
を
訪
れ
た
見
物
客

か
ら
は
歓
声
が
わ
い
て
い
ま
し
た
。

　

日
吉
山
王
神
社
氏
子
青
年
会
の
阿
部
清
弥

会
長
は
「
神
輿
の
共
演
が
や
っ
と
実
現
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
氏
子
同
士
協
力
し
て
地
域

を
活
性
化
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト

　

町
内
の
三
つ
の
小
学
校
で
は
、
四
月
九
日

に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
た
新
入
生
が
保
護
者
と
一
緒

に
登
校
し
ま
し
た
。

　

五
十
四
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
松
島
第
一

小
学
校
で
は
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、
新
入

生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し
、
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
歌
野
正
一
校
長
が

「
先
生
は
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
が
大
好
き

で
す
。
い
つ
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
町
内
で
は
、
八
十
八
人
の
一
年
生
が
小

学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

速
水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
が
来
町

　

だ
ん
ご
三
兄
弟
な
ど
で
有
名
な
歌
手
の
速

水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
が
、
四
月
十
九
日
に
松

島
海
岸
中
央
広
場
で
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
付

き
添
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
速
水

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
月
二
十
日
に
は
、
役
場
に
来
庁

し
、
大
橋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
速

水
さ
ん
は
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
の
作
詞
者

青
木
存
義
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で
歌
え
て
感
激

し
ま
し
た
。
き
れ
い
な
景
色
を
見
な
が
ら
歌

う
と
心
が
洗
わ
れ
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲大きな神輿の共演に見物客から歓声が上がりました

▲速水さんの歌と踊りで子どもたちも楽しんで
いました

▲元気いっぱいに返事をする新入生

▲表彰状を手にする菊地楓さん
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消
防
団
新
体
制

　

四
月
一
日
付
け
で
、
松
島
町
消
防
団
長
に
、

山
崎
修
一
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

副
団
長
に
熊
谷
喜
美
男
氏
と
樋
口
富
雄
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。

新
し
い
分
団
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
第
一
分
団　

奥
田
榮
一
▽
第
二
分
団　

内

海
邦
宏
▽
第
三
分
団　

鈴
木
仁
一
▽
第
四
分

団　

赤
間
幸
雄
▽
第
五
分
団　

佐
々
慎
一
▽

第
六
分
団　

近
藤
幸
一

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

　

前
消
防
団
長
の
高
橋
幸
喜
氏
と
前
副
団
長

の
櫻
井
仁
氏
が
三
月
三
十
一
日
付
け
で
退
団

し
ま
し
た
。
両
氏
は
、
四
十
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
消

防
防
災
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
全
国
長
南
会
（
長
南
俊
春
会
長
）
よ
り　

金　

五
万
円

松
島
保
育
所
へ

◆
上
野
庸
悦
さ
ん
（
高
城
）
よ
り

保
育
用
図
書　

三
十
九
冊

米
寿
お
め
で
と
う

（
四
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
伊
藤　

満
栄
さ
ん
（
高
城
）

◆
石
崎
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
小
岩
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
佐
藤
か
の
ゑ
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
岡
部　

吉
造
さ
ん
（
北
小
泉
）

見
本
市
で
地
場
産
品
を
Ｐ
Ｒ

　

三
月
二
十
六
日
に
松
島
一
の
坊
で
開
催
さ

れ
た
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
業
務
用
見
本
市

ｉ
ｎ
松
島
に
、
松
島
町
か
ら
ね
ま
わ
り
の
野

菜
畑
と
Ｆ
Ｆ
磯
崎
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
は
、
松
島
湾
の

白
魚
や
ア
ナ
ゴ
、
ア
サ
リ
、
野
菜
、
シ
イ
タ

ケ
、
菜
の
花
油
な
ど
旬
な
地
場
産
品
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
県
内
の
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
関
係
者
が
生
産
方
法

や
仕
入
れ
の
方
法
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

　

見
本
市
に
は
、
登
米
市
も
出
店
し
、
生
産

者
同
士
が
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

松
島
が
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・　
　

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
で
三
つ
星

　

三
月
十
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
売
さ
れ
た

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ

ン
に
、
松
島
が
県
内
で
唯
一
最
高
評
価
の
三

つ
星
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン

が
国
別
・
エ
リ
ア
別
に
観
光
地
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
世
界
各
国
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
東
北
で
は
五
カ
所
が
三

つ
星
で
紹
介
さ
れ
、
中
尊
寺
金
色
堂
（
岩
手

県
）、
羽
黒
山
杉
並
木
（
山
形
県
）
の
他
、

松
島
地
域
全
体
と
松
島
四
大
観
、
瑞
巌
寺
の

三
カ
所
が
選
ば
れ
、「
松
島
は
自
然
で
あ
れ

建
築
物
で
あ
れ
、
日
本
と
世
界
か
ら
や
っ
て

く
る
旅
人
た
ち
を
魅
力
す
る
」
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

テ
コ
ン
ド
ー
大
会
で　
　

大
活
躍

　

三
月
十
五
日
に
宮
城
県
テ
コ
ン
ド
ー
選
手

権
大
会
が
大
河
原
町
の
「
は
ね
っ
子
ア
リ
ー

ナ
」
で
開
催
さ
れ
、
松
島
空
手
道
場
の
蜂
谷

俊
貴
さ
ん
（
松
島
二
小
）
が
四
戦
す
べ
て
一

本
勝
ち
で
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

嶺
岸
金
太
郎
さ
ん
（
松
島
中
）
も
三
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
松
島
空
手
道
場
の
小
野

正
晃
代
表
は
「
生
徒
は
、
空
手
・
テ
コ
ン
ド

ー
・
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
の
各
大
会
に

出
場
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

●
練
習
日　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日　

午
後
七

時
三
十
分
〜
九
時　

●
場
所　

初
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

●
問
合
先
０
９
０

－

６
４
５
６

－

６
５
２
８
（
小
野
）

▲大活躍の蜂谷俊貴さん（右）、嶺岸金太郎さん（左）

▲海外からの観光客が目立って
きました

▲松島町のブースに所狭しと並べられた地場産品

▲ミシュラン・グリーンガイド・
　ジャポン



生
涯
学
習

LELELETLEETETTTLETETLELETLETETT'SSSLET'SLET'Sレッツ

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

学
ぼ
う

10

品
井
沼
干
拓
資
料
館
の

開
放
日
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
四
月
に
幡
谷
明
神
地
区
に

オ
ー
プ
ン
し
た
品
井
沼
干
拓
資
料

館
は
、
元
禄
潜
穴
と
明
治
潜
穴
工

事
等
に
関
わ
る
歴
史
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、
予
約
が
あ
る
時
に
資

料
館
を
開
館
し
て
い
ま
し
た
が
、

五
月
に
一
般
開
放
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

五
月
の
開
放
日

一
日
、
八
日
、
十
五
日　

二
十
二

日
、
二
十
九
日
（
毎
週
金
曜
日
）

開
放
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
二

時
三
十
分

問
合
先
☎
３
５
4
―
５
７
１
４ 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班
ま
で

「
自
然
を
体
感
し
た
ク
ル
ー
ズ
」

 

平
野　

宏
武

　
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」
に
参
加
し
て

全
国
か
ら
集
ま
る
人
達
と
友
達
に

な
っ
て
、
色
々
な
体
験
が
で
き
る

と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

船
に
乗
っ
て
ま
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
ち
ょ

っ
と
つ
か
れ
て
船
酔
い
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
体
験

の
中
で
も
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ク
ジ
ラ
が
船
の
近
く
に
来
て
く

れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
ら
、
ぼ
く

の
目
の
前
に
顔
を
だ
し
、
と
て
も

大
き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
も
心
に
残
り
ま

し
た
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
や
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
が
い
て
、
放
流
し
た
カ
メ

も
何
年
後
か
に
ま
た
こ
こ
に
戻
っ

て
く
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
こ
の
体
験
ク
ル
ー
ズ
に
参

加
し
て
自
然
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
の
五
泊
六
日
で
し
た
。
そ

れ
と
、
全
国
に
友
達
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ
感
想
文

　

三
月
二
十
六
日
〜
三
十
一
日
ま

で
、
東
京
晴
海
埠
頭
〜
東
京
小
笠

原
村
間
に
て
開
催
さ
れ
た
Ｂ
＆
Ｇ

体
験
ク
ル
ー
ズ
に
、
松
島
町
よ
り

松
島
第
二
小
学
校
四
年
生
（
現
五

年
生
）
の
平
野
宏
武
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

感
想
文
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
野
点
行
厨
】（の
だ
て
こ
う
ち
ゅ
う
）

　

旧
藩
政
時
代
、
野
外
ま
た
は

船
上
の
茶
席
あ
る
い
は
遊
山
な

ど
に
使
っ
た
行
厨
（
携
帯
用
弁

当
）
で
、中
に
は
酒
を
温
め
る

た
め
の
銅
壺
、
そ
の
他
手
軽
な

厨
具
茶
器
な
ど
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

観
瀾
亭
に
隣
接
し
て
い
る
松

島
博
物
館
に
は
伊
達
家
由
来
の

品
々
が
た
く
さ
ん
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
月
は
大
名
文
化
が
感
じ
ら

れ
る
大
名
道
具
を
三
点
紹
介
し

ま
す
。

【
貝
合
せ
道
具
】

　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
年
）

伊
達
家
第
七
代
重
村
公
に
輿
入

れ
さ
れ
た
年
子
（
の
ぶ
こ
）
姫

が
持
参
し
た
も
の
で
す
。
同
じ

絵
が
描
か
れ
た
貝
を
組
み
合
わ

せ
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

【
鋏
箱
】（
は
さ
み
ば
こ
）

　

仙
台
藩
六
十
二
万
石
の
格
式

に
よ
る
金
紋
鋏
箱
で
す
。
中
に

納
め
る
品
物
は
衣
冠
束
帯
な
ど

か
ら
藩
主
あ
る
い
は
夫
人
の
お

手
廻
り
品
で
す
。

松
島
博
物
館
探
訪
第2巻

▲資料館を見学する地域の皆さん

▲ウミガメの放流を体験する平野さん

▲

貝
合
せ
道
具

▲

野
点
行
厨

▲

鋏
箱



11 広報まつしま 2009　5月号

話題の本

「ボックス！」
百田 尚樹 著

　抜群のセンスを持つ親友の鏑
矢に憧れて、木樽は周囲の反対
をよそに高校のボクシング部に
入部する。地道に努力する木樽
は徐々に才能を開化させ、鏑矢
をも脅かす実力をつけていく。
　天才型と、勉強は優秀だが努
力型の対照的な２人の少年を軸
に友情･挫折･栄光などを通して
成長していく過程が清々しい。

今月の図書
「新三河物語（上･中･下）」
 宮城谷昌光 著
「サンタ･エクスプレス」 重松清 著
「平等ゲーム」 桂望実 著
「人間の覚悟」 五木寛之 著
「奇跡のリンゴ」 石川拓治 著

５月のおはなし会
■日時・場所
　おはなし会は年４回になりま
した。今月はお休みです。 
　次回は７月の夏休みスペシャ
ルを予定してます。

図　書　室
　5月24日（日）まで春のブック
ラリーをやっています。
＊ 対象　幼児から小学生までのお
子さんで利用者カードをもって
いれば誰でも参加できます！
■平　日　9:00～17:00
■土・日・祝日 10:00～16:00
■休館日　月曜日、月曜日が
　　　　　祝日の場合は翌日
■問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　☎354-4036

　

沖
縄
で
わ
く
わ
く
体
験
し
ま
せ

ん
か
。
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
さ

れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

● 

参
加
対
象　

小
学
五
年
生
〜
中

学
三
年
生
の
男
女（
二
人
以
内
）

●
開
催
地　

沖
縄
県
内

● 

実
施
期
間　

八
月
二
日
〜
八
月

六
日

５月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しております。暖かく
なり、運動を楽しむのに最適な季節となりました。ぜひこの機会に講習会に
ご参加ください。（トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要
です）（高校生以上）
 6日（水）午前10時30分～、 9日（土）午後6時～、14日（木）午後6時30分～
20日（水）午前10時30分～、23日（土）午後6時～、24日（日）午前10時30分～
　受付は電話でも仮受付いたしますが、申請受付は温水プールで直接行います。
　申請の際は、３ヵ月以内に写した本人の写真（縦３cm×横2.5cm）２枚
をご持参ください。
　なお、各時間帯の受講者数は概

おおむ

ね10人（先着順）です。講習会時は上靴
と運動のできる服装をご持参ください。

本の宝箱

作
の
仕
方（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）

を
指
導
し
ま
す
。
エ
ク
セ
ル
、
ワ

ー
ド
等
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

● 

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
Ｉ

Ｔ
ル
ー
ム
内

● 

期
間　

五
月
〜
九
月
ま
で
の
毎

週
土
曜
日

●
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
六
時

● 

講
習
料　

無
料
（
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

の
使
用
料
は
別
途
か
か
り
ま

す
）

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

☎
３
５
３
―
３
０
３
０

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

５月の休館日

●
発
着
空
港　

仙
台
空
港

● 

参
加
費
用　

一
人
六
万
九
千
円 

（
町
よ
り
一
人
一
万
円
の
助
成

を
い
た
し
ま
す
）

● 

内
容　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

自
然
学
習
会
、
美ち

ゅ

ら
海
水
族
館

見
学
他

● 
募
集
期
間　

五
月
十
三
日
〜

二
十
九
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
４
―
４
４
８
５

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方

教
え
ま
す

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
パ
ソ

コ
ン
を
初
め
て
利
用
す
る
方
や
購

入
を
検
討
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、

Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
内
の
パ
ソ
コ
ン
の
操

7日（木）、11日（月）、18日（月）、25日（月）

●問合先　スポーツ振興センター　☎354-4485
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新
し
い
行
政
区
長
・
副
区
長
・

行
政
員
に
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

松
島

●
区
長
▼
髙
橋
儀
一
●
副
区
長

▼
坂
本
三
郎
●
行
政
員
▼【
松
島

一
】松
谷
浩【
松
島
二
】今
野
一
志

【
松
島
三
】髙
橋
鎭【
松
島
四
】天
野

尚【
松
島
五
】渡
邉
征
夫【
松
島
六
】

大
宮
司
庄
八【
松
島
七
】坂
本
三
郎

【
松
島
八
】蜂
谷
雅
美【
松
島
九
】櫻

井
亀
一【
松
島
十
】上
野
和
泰【
松

島
十
一
】髙
橋
暉
雄【
松
島
十
二
】

阿
部
修
行【
松
島
十
三
】内
海
成
美

高
城

●
区
長
▼
木
村
幸
市
●
副
区
長

▼
遠
藤
睦
雄
●
行
政
員
▼【
西
柳

一
】丹
野
俊
彦【
西
柳
二
】木
村
明

【
高
城
一
】大
谷
勝
男【
高
城
二
】鈴

木
俊
市
郎【
高
城
三
】佐
藤
重
男

【
高
城
新
三
】守
屋
稔【
高
城
四
】砂

金
雅
晴【
高
城
五
】三
浦
一
郎【
高

城
中
】櫻
井
篤【
高
城
六
】渡
邊
圭

司【
高
城
新
六
】水
間
邦
夫【
割
波
】

伊
藤
盛【
光
陽
台
】山
田
研
二【
割

波
二
】渡
邉
力【
高
城
７
】大
山
洋

一【
高
城
八
】遠
藤
睦
雄【
高
城
九
】

千
葉
邦
男【
高
城
十
】伊
藤
甚
平

本
郷

●
区
長
▼
白
井
卓
二
●
副
区
長

▼
濵
田
敏
幸
●
行
政
員
▼【
帰
命

院
下
】佐
藤
槇
雄【
居
網
】濵
田
敏

幸【
小
森
】早
坂
義
徳【
三
居
山
一
】

加
藤
新
一【
三
居
山
二
】伊
藤
淳
美

【
反
町
】赤
間
廣
幸【
愛
宕
】佐
藤
勝

【
新
橋
】赤
間
文
壽【
新
小
梨
屋
】岩

井
善
美

磯
崎

●
区
長
▼
大
山
堯
●
副
区
長

▼
永
山
正
典
●
行
政
員
▼【
磯
崎

一
】阿
部
一
行【
磯
崎
二
】池
田
三

千
男【
磯
崎
三
】西
村
定
男【
磯
崎

四
】伊
藤
強【
磯
崎
五
】磯
田
吉
雄

【
磯
崎
六
】丹
野
五
郎【
磯
崎
七
】永

山
正
典【
磯
崎
八
】土
井
憭【
磯
崎

九
】飯
川
守【
磯
崎
十
】武
山
正
義

手
樽

●
区
長
▼
土
井
徳
夫
●
副
区
長

▼
谷
口
光
雄
●
行
政
員
▼【
元
手

樽
】樋
口
親
三【
名
込
】土
井
徳
夫【
古

浦
】大
山
十
藏【
早
川
】谷
口
光
雄【
三

浦
】安
部
一
志【
左
坂
】児
玉
明

北
小
泉

●
区
長
▼
村
上
忠
一
●
副
区
長

▼
木
村
勇
一
●
行
政
員
▼【
中
出

山
】村
上
欣
也【
芋
沢
】飯
川
憲
治

郎【
滝
ノ
沢
】赤
間
啓
治【
後
小
泉
】

櫻
井
守【
十
文
字
】鳫
平
信
浩

下
竹
谷

●
区
長
▼
小
畑
隆
保
●
副
区
長

▼
齋
藤
久
●
行
政
員
▼【
蒲
】笹
城

戸
勲【
藤
ノ
巻
】遠
藤
正
春【
大
日

向
】小
畑
秀
治【
中
才
】岸
久
義【
貝

殻
塚
一
】遠
藤
博【
貝
殻
塚
二
】木

村
信
雄

上
竹
谷

●
区
長
▼
一
瀬
節
彦
●
副
区
長
▼
阿

部
清
●
行
政
員
▼【
片
町
】佐
々
茂【
新

田
町
】角
田
力【
猪
里
沢
】日
野
信
夫

幡
谷

●
区
長
▼
佐
藤
義
夫
●
副
区
長

▼
角
田
耕
造
●
行
政
員
▼【
小
ヶ

谷
】大
友
晟
廣【
明
神
崎
】吉
田
文

雄【
新
田
】遠
藤
晄
正【
く
ぬ
ぎ
台
】

記
田
貞
亮【
品
井
沼
一
】遊
佐
征
夫

【
品
井
沼
二
】吉
田
忠
男【
中
通
】丹

野
忠
郎【
上
幡
谷
】角
田
富
士
雄

根
廻

●
区
長
▼
阿
部
滋
●
副
区
長

▼
阿
部
正
人
●
行
政
員
▼【
前
根

廻
】阿
部
信
雄【
後
根
廻
】阿
部
功

初
原

●
区
長
▼
佐
藤
英
夫
●
副
区
長

▼
及
川
貞
一
郎
●
行
政
員
▼【
初

原
一
】加
藤
賢
一【
初
原
二
】赤
間

榮
二
郎【
初
原
三
】千
坂
信
雄【
初

原
四
】澁
谷
正
徳

桜
渡
戸

●
区
長
▼
内
海
孝
一
●
副
区
長

▼
後
藤
浩
一
●
行
政
員
▼【
桜
渡

戸
一
】三
浦
幸
悦【
桜
渡
戸
二
】後

藤
浩
一【
桜
渡
戸
三
】小
幡
健
治
郎

トラブル例①
　「総務省推進事務局」と書かれた名刺をもった男が一人
暮らしの高齢者の自宅へ訪問し「地上デジタル放送をみら
れるようにする」とテレビを点検した。プラグ交換が必要
と言われ訳がわからないまま約３万円を支払ったようだ。
地上デジタルテレビ放送が視聴できる状況になっていたた
め必要ないものだった。
トラブル例②
　「デジタル放送接続請求書」と題する請求書が送付され
たという問い合わせが総務省に寄せられています。工事前
に工事費用を国・関係機関から請求することはありません。
トラブル例③
　「デジタル化になると今見ているテレビはただの箱にな
ってしまう。今なら工事代無料でチューナーを取り付ける
といって業者が来訪した」という相談が消費者センターに
寄せられています。

新
し
い
行
政
区
長
・
行
政
副
区
長
・

行
政
員
を
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ー総務省をかたって不必要な地上デジタル放送用品代を請求ー

　地上デジタル放送に関してわからないことがあるときは相談
窓口へ
◎総務省「地上デジタルセンター」☎0570-07-0101 ☎03-4334-1111

地上デジタル放送 不審な工事や不当請求にご注意
地
デ
ジ
専
用
の

ア
ン
テ
ナ
工
事
を

し
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
！

トラブルを防ぐために ポイント！
● 2011年から地上アナログテレビ放送が
地上デジタル放送（地デジ）に完全移
行することに便乗し、総務省をかたり
信用させて工事を契約させる商法です。
● 総務省の関係者が訪問して地上デジタル放送を視聴するの
に必要な器具を点検したり、ものを売ったりすることはあ
りません。
● 地上デジタル放送を視聴するためには、いろいろ選択肢が
あります。きちんとした説明をしないまま業者に有利な契
約を勧誘する訪問販売や様々な詐欺行為が予想されます。

●相談日　毎週火・木曜日　午前９時～午後４時30分　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　☎354-5708
※毎月第１火曜日（午前10時～午後３時）は勤労青少年ホームで相談を受けます。
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▼
会
計
管
理
者　

大
友
忠
（
総
務

課
長
兼
危
機
管
理
監
）

【
総
務
課
】

▼
課
長　

佐
藤
幹
夫
（
財
務
課
長
）

▼
専
門
官　

渡
辺
正
隆
（
総
務
課

参
事
兼
人
材
育
成
推
進
専
門
官
）

▼
危
機
管
理
監
兼
環
境
防
災
班
長

櫻
井
光
之
（
総
務
課
環
境
防
災
班

長
）
▼
総
務
管
理
班
長　

櫻
井
一

夫
（
水
道
事
業
所
上
水
道
班
長
）

▽
総
務
管
理
班
主
査　

菅
原
祐
美

（
総
務
課
情
報
公
開
室
主
査
）

【
企
画
調
整
課
】

▼
課
長　

小
松
良
一
（
産
業
観
光

課
商
工
観
光
班
長
）
▼
専
門
官　

鹿
野
健
雄
（
水
道
事
業
所
長
）

▼
企
画
調
整
班
長　

佐
藤
進
（
財

務
課
財
政
班
長
）
▼
企
画
調
整
班

主
査　

越
野
博
之
（
企
画
調
整
課

主
査
）
▼
企
画
調
整
班
技
師　

相

原
え
り
子
（
企
画
調
整
課
技
師
）

▼
ま
ち
づ
く
り
支
援
班
長　

千
葉

繁
雄
（
企
画
調
整
課
次
長
）
▼
ま

ち
づ
く
り
支
援
班
主
査　

蜂
谷
文

也
（
会
計
課
主
査
）
▼
ま
ち
づ
く

り
支
援
班
技
師　

岡
崎
秀
一
（
企

画
調
整
課
技
師
）

【
財
務
課
】

▼
課
長　

熊
谷
清
一
（
建
設
課
長
）

▼
専
門
官　

赤
間
勝
行
（
総
務
課

参
事
）▼
財
政
班
長　

安
土
哲（
財

務
課
財
政
班
主
査
）
▼
財
政
班
主

事　

齋
藤
幹
雄
（
水
道
事
業
所
下

水
道
班
主
事
）
▼
税
務
班
長　

千

葉
義
行
（
財
務
課
税
務
班
副
班
長
）

▼
税
務
班
主
査　

岸
淳
一
（
財
務

課
税
務
班
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】

▼
課
長　

安
部
新
也
（
財
務
課
税

務
班
長
）
▼
町
民
サ
ー
ビ
ス
班
主

査　

大
久
保
哲
也
（
総
務
課
情
報

公
開
室
主
査
）
▼
福
祉
班
長　

岩

渕
茂
樹
（
総
務
課
総
務
管
理
班
主

幹
）
▼
福
祉
班
主
査
（
保
育
士
）

赤
間
康
子（
高
城
保
育
所
主
査（
保

育
士
））

【
高
城
保
育
所
】

▼
所
長　

菅
原
嘉
代
子
（
高
城
保

育
所
主
幹（
保
育
士
））▼
主
幹（
保

育
士
）　

阿
部
淳
子
（
町
民
福
祉

課
福
祉
班
主
幹
（
保
育
士
））

▼
保
育
士　

大
泉
彩
子
（
磯
崎
保

育
所
保
育
士
）

【
高
城
保
育
所
分
園
】

▼
主
査
（
保
育
士
）　

中
村
泰
広

（
高
城
保
育
所
主
査
（
保
育
士
））

▼
保
育
士　

及
川
滋
子
（
高
城
保

育
所
保
育
士
）

【
磯
崎
保
育
所
】

▼
所
長　

渡
辺
礼
子
（
高
城
保
育

所
分
園
主
幹
（
保
育
士
））

【
産
業
観
光
課
】

▼
課
長　

阿
部
祐
一
（
町
民
福
祉

課
長
）
▼
農
林
水
産
班
長　

伊
藤

政
宏
（
建
設
課
施
設
管
理
班
長
）

▼
商
工
観
光
班
長　

太
田
雄
（
産

業
観
光
課
商
工
観
光
班
主
査
）

▼
商
工
観
光
班
主
査　

土
井
有
紀

（
企
画
調
整
課
主
査
）
▼
商
工
観

光
班
主
査　

佐
藤
綾
（
水
道
事
業

所
上
水
道
班
主
査
）
▼
商
工
観
光

班
主
査　

村
松
龍
（
産
業
観
光
課

商
工
観
光
班
主
事
）

【
建
設
課
】

▼
課
長　

中
西
傳
（
企
画
調
整
課

長
）
▼
施
設
管
理
班
長　

高
橋
昭

夫
（
水
道
事
業
所
下
水
道
班
長
）

【
会
計
課
】

▼
課
長　

佐
々
木
千
代
志
（
産
業

観
光
課
長
）

【
水
道
事
業
所
】

▼
所
長　

丹
野
茂
（
産
業
観
光
課

参
事
兼
農
林
水
産
班
長
）
▼
上
水

道
班
長　

鳫
平
義
弘
（
総
務
課
総

務
管
理
班
長
兼
情
報
公
開
室
長
）

▼
上
水
道
班
主
幹　

佐
々
木
洋
美

（
産
業
観
光
課
商
工
観
光
班
主
幹
）

▼
下
水
道
班
長　

佐
々
木
功
（
教

育
課
学
校
教
育
班
長
）
▼
下
水
道

班
技
師　

佐
藤
望
（
産
業
観
光
課

商
工
観
光
班
技
師
）

【
教
育
課
】

▼
学
校
教
育
班
長　

児
玉
藤
子

（
町
民
福
祉
課
福
祉
班
長
）
▼
生

涯
学
習
班
長　

阿
部
利
夫
（
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
】

▼
中
央
公
民
館
長
兼
所
長　

中
村

寛
（
中
央
公
民
館
長
）

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
】

▼
所
長
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長　

佐
藤
淳
（
教
育
課
生
涯
学
習
班
長
）

【
第
一
幼
稚
園
】

▼
主
幹
（
教
諭
）　

奥
田
富
江
（
第

五
幼
稚
園
主
幹
（
教
諭
））

【
第
五
幼
稚
園
】

▼
主
幹
（
教
諭
）　

三
品
ひ
と
み

（
第
一
幼
稚
園
主
幹
（
教
諭
））

【
議
会
事
務
局
】

▼
技
能
技
師　

吉
田
誉
（
松
島
中

学
校
技
能
主
事
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

○
新
規
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

町
民
福
祉
課
健
康
長
寿
班
保
健
師

 

太
田
真
紀
子

産
業
観
光
課
商
工
観
光
班
主
事　

 

清
水　

啓
貴

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た

○
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

伊
藤　

国
雄

 

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

土
井　

悦
子

 

（
高
城
保
育
所
参
事
兼
所
長
）

鎌
田
た
み
子

 

（
磯
崎
保
育
所
参
事
兼
所
長
）

石
川　

政
行
（
建
設
課
参
事
）

熊
谷　

啓
子

 （
町
民
福
祉
課
健
康
長
寿
班
主
幹
）

松
山　
　

清

 

（
高
城
保
育
所
分
園
主
幹
）

櫻
井
由
紀
夫

 

（
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）

後
藤
由
利
子
（
中
央
公
民
館
主
幹
）

及
川　
　

忠
（
議
会
事
務
局
主
幹
）

定額給付金・子育て応援特別手当の
申請受付が始まっています

　定額給付金の申請受付が４月10日から始まり
ました。口座番号等の必要事項を記載して、通
帳の写し（口座番号、名義人のカナ氏名が明記
されているもの）、本人確認書類の写し（運転
免許証、パスポート等顔つき写真の写し）を返
信用封筒に入れ投函してください。
　子育て応援特別金についても、申請方法、支
給方法などは同じになります。
●問合先　☎354-6116（専用ダイヤル）

松
島
町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付（　

）内
は
前
職
名
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　この計画は、松島町の次世代を担
う子どもたちを健やかに生み育てる
ことができる環境を整えることを目
的に策定するもので、子育て支援、
教育、安全、労働、住宅整備など幅
広い面についてご意見をいただき、
松島町で実現可能なプランの検討を
行います。
● 委員要件　①町内在住の20歳以
上の方で男女は問いません②原則
として年４回の策定会議全てに出
席できる方（謝礼有り）※会議は平
日（日中）を予定しています。
● 募集人数　若干名（応募多数の場
合は、委員構成が偏

かたよ

らないよう考
慮の上、抽選）
● 応募　市販の履歴書にて事務局ま
でご応募ください。
●締切　５月29日（金）必着
● 事務局　町民福祉課福祉班（子育
て支援センター）
〒981-0203
松島町根廻字上山王６-27　松島
町保健福祉センター（嶺岸）
☎354-6888

　松島町身体障害者福祉協会では、
身障手帳をお持ちの方を会員として交
流事業や福祉の活動を行っています。
●年会費　1,000円
●問合先　町民福祉課福祉班
　☎354-5706又は
　会長宅☎354-5845（赤間）

　水稲植え付け後の踏みつけ防止の
ため、カラス、カルガモ等の有害鳥
獣の実弾による駆除を５月26日、
27日の２日間、町全域で早朝から
日没まで実施します。
　実施にあたっては万全を期して行
います。
●問合先　産業観光課農林水産班　
　☎354-5706

　主に朝の通学時間帯に通学路での
街頭指導をはじめ、小学校等の交通
安全教室の指導・各種イベント時の
交通指導などを行います。
　松島町内に在住し、普通自動車免
許を所持し、20歳以上65歳未満の
方で男女は問いません。
●問合先　総務課環境防災班
　☎354-5782

● 受験資格　昭和63年４月２日か
ら平成４年４月１日生まれの者
● 申込受付期間　６月23日（火）～
６月30日（火）
● 受験申込書の請求　最寄りの税務
署、仙台国税局人事第二課又は人
事東北事務局
● 問合先　人事東北事務局
☎221-2022、仙台国税局人事第
二課　☎263-1111

● 受験資格　大学卒業、卒業見込み
及び高度専門士取得、取得見込み
の方で昭和51年４月２日以降に
生まれた方
● 申込受付期間　5月22日（金）～6
月19日（金）申込書は、塩釜警察署、
お近くの交番などでお渡しします。
　郵送は６月19日（金）消印有効
●試験　７月12日（日）
●問合先　県警採用フリーダイヤル
　☎0120-201-606

一般、技術幹部候補生（飛行・音楽
要員含む）
●資格　20歳以上28歳未満
●受付期間　5月12日まで
●試験（１次）　5月16日・17日
歯科・薬剤科幹部候補生
歯科：20歳以上30歳未満
薬剤科：20歳以上26歳未満（専門
の大学卒（見込み））
●受付期間　５月12日まで
●試験（１次）　５月16日
一般曹候補生
●資格　20歳以上27歳未満
●受付期間　５月12日まで
●試験（１次）　５月23日
技術海上・航空幹部
●資格　大卒38歳未満
●受付期間　５月７日～５月22日
●試験　７月６日

技術海曹・空曹（免許の部・大学、
短大、高専卒の部）

● 資格　20歳以上、国家免許資格
取得者等（免許の部）
20歳以上、工科系大学、短大・
高専卒（見込含）
●受付期間　５月７日～５月22日
●試験　７月３日
＊ 資格はすべて平成22年4月1日現
在です
●問い合わせ　自衛隊宮城地方協力
本部石巻地域事務所　
☎0225-83-6789

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

5月 3日（日）鈴木忠明歯科医院 多賀城市中央2-13-11 ☎（368）0620
5月 4日（祝）佐々木歯科クリニック 塩釜市錦町7-6 ☎（365）7721
5月 5日（祝）杉の入歯科医院 塩釜市杉の入3-2-1 ☎（362）0182
5月 6日（祝）ツルタ歯科クリニック 多賀城市町前4-1-1

ジャスコ多賀城店内 ☎（367）8888
5月10日（日）はるみ歯科 塩釜市花立町13-12 ☎（362）5537
5月17日（日）山本歯科医院 七ヶ浜町境山12-13-3 ☎（361）6330
5月24日（日）永沼歯科クリニック 塩釜市梅の宮14-10 ☎（361）1251
5月31日（日）ありま歯科医院 多賀城市高橋4-2-1 ☎（389）1182
6月 7日（日）ノーブルデンタルオフィス 塩釜市海岸通15-100

（イオン内） ☎（361）1138

松島町次世代育成支援
行動計画策定委員を公募します

身体障害者福祉協会へご加入を

有害鳥獣の駆除を実施します

交通安全指導員募集

平成21年度国家公務員採用試験
Ⅲ種（税務）試験（高校卒業程度）

警察官Ａ採用試験

自衛官募集
一般・技術・歯科・薬剤幹部候補生
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●日時　毎月第２・第４木曜日
　５月14日（木）、５月28日（木）
　午前10時から正午まで
●場所　塩釜保健所　
●問合先
　塩釜保健所　☎363-5505

　国民健康保険加入者で今月（５月
２日～６月１日生まれ）で70歳に
なる方へ高齢受給者証（６月１日か
ら適用）を郵送します。
●発送日　５月22日（金）
● 問合先　町民福祉課町民サービス
班　☎354-5705

　町税は、便利で忘れない、しかも
安心な口座振替を利用しましょう。
今月の納税
●納期　６月１日（月）
●固定資産税（１期）
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（２期）
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室　
　☎354-5913

● 日時・場所　５月12日（火）午前
10時～午後3時　勤労青少年ホー
ム、６月１日（月）中央公民館　午
前10時～午後４時
● 相談担当者　人権擁護委員・行政
相談委員・消費生活相談員
●問合先　
町民福祉課福祉班　☎354-5706、
企画調整課　☎354-5702、産業
観光課商工観光班　☎354-5708

　在宅でご家族を介護している方を
対象に交流会を開催します。実際に
介護している方にしか分からない気
持ちや悩みがあります。きっと、こ
れからの介護の力となるお話や役に
立つ情報を聞けるはずです。お気軽
にご参加ください。
● 日時　５月14日（木）午前10時～
午前11時30分
●場所　ふれあいの家（高城）
●定員　６～８人程度
●内容
 ・日頃の介護についての情報交換
 ・介護保険などの情報提供など
●申込期限　５月13日（水）まで
●申込み・問合先
　町民福祉課健康長寿班
　松島町地域包括支援センター
　☎354-6525

　高齢者およびその家族の方々など
を対象として、離婚問題・多重債務・
相続などの法律問題に弁護士が電話
で相談に応じます。相談は無料・秘
密は守ります。事前にご予約くださ
い。
●予約受付・相談電話　☎223-1165
●相談日　５月25日（月）・26日（火）
● 問合先　宮城県社会福祉協議会総
合相談センター、仙台市青葉区本
町３丁目7-4　☎223-1165

　女性医師が、思春期や更年期の身
体的・精神的不調、家庭や職場での
ストレス等で悩んでいる女性の相談
に応じます。（完全予約制・相談無料）
●相談日・場所
５月23日（土）　大崎市
・会場は予約時にお伝えします。
・ 仙台市にお住まいの方、仙台市に通
勤・通学をしている方は、仙台市会場
（エルソーラ仙台）でも相談を受ける
ことができますので、ご相談ください。
●予約先　☎090-5840-1993　
　宮城県女医会女性健康相談室
● 受付時間　土日祝日を除く午前９
時～午後５時まで詳しくは宮城県
健康推進課　☎211-2623

　母子父子家庭等の方々が生活上抱
えている諸問題について、弁護士に
相談することができます。事前に予
約が必要となります。
●相談日　5月21日（木）午前10時～正午
●場所・問合先　宮城県母子福祉セ
ンター　☎256-6512

　東北財務局では、借金を抱えお悩
みの方々からの相談に応じています。
　借金問題はさまざまな方法でかなら
ず解決できます。お気軽に相談ください。
● 相談窓口　財務省東北財務局　金
融監督第三課　仙台市青葉区本町
3-3-1（仙台合同庁舎４Ｆ）
● 受付時間　月曜日～金曜日（祝祭
日、年末年始を除く）午前９時～
午後５時45分
●問合先　東北財務局　☎266-5703

　山菜取りなどで山に入る時には、
たばこの吸い殻は必ず消し、投げ捨
てはやめましょう。みんなで大切な
森林と地域の安全を守りしょう。
●問合先　産業観光課農林水産班
　☎354-5707

お知らせ

人権なんでも相談・行政相談・
消費生活相談合同相談所

女性医師による女性の健康相談

犬・猫引き取り日

国民健康保険高齢受給者証
交付について

納税は口座振替で！

介護者交流会の開催

弁護士による特別電話相談

母子父子家庭等特別相談

「多重債務相談窓口」のご案内

「見直そう　森の恵みと　火の始末」
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　毎年増加傾向にあるゴミの量を減ら
すため、本年も530（ゴミゼロ）週間
を実施します。
　期間中は、地域での清掃活動等のご
協力をお願いします。地域のみなさん
で協力し、「ゴミのないまちづくり」
を目ざしましょう。
※ 各家庭のごみはゴミゼロ運動日の臨
時収集場所には出せません。分別し
て通常の指定日に出しましょう。

●問合先　総務課環境防災班
　　　　　☎354-5782

予備日　５月17日（日）午前10時～午前11時00分：母子健康センター前
　生後91日以上の飼い主は、必ず狂犬病予防注射を受けてください。まだ登録していない犬は、
狂犬病予防集合注射の会場で登録手続きをしてください。
◆受付
　町に飼い犬を登録済みの方には、狂犬病予防注射申請書（はがき）を自宅へ郵送していますので、必ずご
持参ください。
◆料金　　登録済の犬は、3,020円（注射料、注射済票交付料）
　　　　　未登録の犬は、6,020円（登録料、注射料、注射済票交付料）
　※おつりのないようにご注意ください。
● 期間中に都合の悪い方は各自、動物病院で実施し、総務課環境防災班で手続きをしてください。ただし、
注射料金は別料金となります。
● 会場は大変混み合い、犬が興奮しますので、引き綱をつけて首輪をしっかりと締め、飼い犬を制御でき
る方がつれてきてください。
●飼い犬が死亡した場合又は登録してある飼い犬を譲り受けた場合も届けてください。

●問合先　総務課環境防災班　☎354-5782

ゴミゼロ（530）週間
５月24日～５月31日

　5月18日～24日の一週間は「春の
行政相談週間」です。
　町には、総務大臣から委嘱された行
政相談委員が、国、県、市町村や特殊
法人などの仕事について困っているこ
とや要望したいことについて、相談に
応じ、解決や実現の促進を図ります。
　秘密は厳守しますので、お気軽にご
相談ください。
●行政相談委員　濵田敏幸
●住所　松島町高城字明神三36
●電話　☎354-2463

春の行政相談週間

　松島町では非課税世帯の高齢者（75歳以上）世帯、重度障が
い者（児）の方を対象に外出支援事業を実施します。長期入院中
や施設入所中の方は対象外となります。
　対象となる方には郵送にて通知します。事業の実施内容は下記
のとおりです。
【助成の内容】※基準日は平成21年１月１日です。
Ⅰ　障がい者（児）外出支援事業
　対象：①身体障害者手帳１級または２級保持者
　　　　②療育手帳「Ａ」保持者
　助成：福祉タクシー利用券（年12,000円分）を交付
　※ 療育手帳保持の障がい児についてはガソリン助成（年
12,000円分）又はタクシー利用券のいずれか選択可能です。

Ⅱ　高齢者世帯福祉タクシー助成事業
　対象： 75歳以上（昭和９年１月２日以前に生まれた方のみの

世帯）の高齢者のみの世帯のうち、次のいずれかに該当
する世帯

①非課税世帯（家族全員が平成20年度市町村民税非課税の世帯）
②生活保護世帯
　助成：福祉タクシー利用券（年12,000円分）を交付

【申請方法】
●申請日時　９月30日（水）まで
　　　　　　平日午前８時30分～午後５時15分
●申請場所　松島町役場１階町民福祉課福祉班窓口
●申請方法　 郵送の申請書（窓口にも置いてあります。）にご記

入の上、町民福祉課福祉班まで提出願います。
　　　　　　印鑑及び障害者手帳や療育手帳をご持参ください。

●問合先　町民福祉課福祉班　☎354-5706

「高齢者世帯・障がい者外出支援事業」
のお知らせ

平成21年度狂犬病予防集合注射
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児童手当制度の目的
　児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給することにより家庭における生
活の安定に寄与するとともに、次代の社会をになう児童の健全な育成及び資質の向上に
資することを目的としています。
児童手当制度のしくみ
１．支給対象
　児童手当は、12歳到達後の最初の３月31日までの間にある児童（小学校修了前の児童）を養育している
方に支給されます。ただし、前年（１月から５月までの月分の手当については前々年）の所得が一定額以上
の場合には、児童手当は支給されません。
２．支給手続き
　児童手当は、児童を養育する家計の主たる生計維持者が申請し、住所地の市町村長（公務員の方は勤務先）
の認定を受けることにより、支給されることになります。
３．支給月額　○３歳未満　一律10,000円
　　　　　　　○３歳以上　第１子・第２子　5,000円、第３子以降　10,000円
４．支払時期　児童手当は、原則として、毎年２月、６月、10月に、それぞれの前月分までが支給されます。

●問合先　町民福祉課福祉班　☎354-5706

　20歳を過ぎると学生も国民年金に加入しなくてはいけませ
ん。学生は一般に所得がなく納付が困難なので、申請により
保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられ
ています。申請は年度ごとに行う必要がありますので平成21
年度の申請を忘れずに行ってください。
　平成20年度に学生納付特例に該当していた方のうち、平成
21年度も引き続き同じ学校に在学予定としていた方には、申
請書用紙（ハガキ形式）を送付しています。
　学生納付特例の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の
事故や病気による障害について、障害基礎年金を受け取るこ
とができない場合があります。申請書用紙（ハガキ形式）は
４月中に提出してください。（同封の記入例を確認のうえ、記
入してください。在学証明書や学生証の写しの添付は必要あ
りません。）在学している学校に変更のある場合や失業など
を事由として申請を行う場合には、送付されるハガキ形式の
申請書で申請することはできません。お住まいの市区町村の
窓口、又は管轄の社会保険事務所にご相談ください。

（平成21年度については納付を希望するとき）
　申請書用紙（ハガキ形式）が送付された方で、平成21年度
については学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希
望される場合は、納付書を送付しますので、管轄の社会保険
事務所にご連絡ください。特に保険料を前もって納付するこ
とにより割引が適用される前納を利用する場合、平成21年度
（１年分）前納の納付期限は４月30日までですので、お早め
にご連絡ください。

●問合先　仙台東社会保険事務所　☎257-6115

児童手当制度の概要

新年度になったら「学生納付特例制度」
の申請をお忘れなく。

　昨年の６月１日より、すべての住宅に
住宅用火災警報器の設置が義務づけとな
りました。
　全国的にも着実に普及し、設置した住
宅において火災を未然に防止した事例も
あり、その設置効果が確実に表れています。
　火災を起こさないことが一番ですが、
もしもの時に備えまだ取り付けをしてい
ないご家庭におきましては、早急に設置
するようお願いします。
　なお、住宅用火災警報器に関しまして、
何か疑問な点がありましたら消防署まで
お気軽にお問い合わせください。
　また、消防職員を装うなどして法外な
値段で販売する悪質な訪問販売には、十
分ご注意ください。消防職員が各家庭を
訪問し、住宅用火災警報器や消火器を販
売することは、絶対にありません！
　万が一、被害にあった場合は役場内に
ある消費生活相談窓口または県消費生活
センターへご相談ください。

●問合先
松島消防署　☎354-4226
県消費生活センター　☎261-5161
（祝日を除き、午前９時～午後４時）

つけましたか？
住宅用火災警報器
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　平成12年に始まった介護保険制度は、みなさまがより利用し
やすいように３年ごとにサービスの内容や保険料基準月額を見
直します。
　わが町では生活に関するアンケート調査を実施（平成20年
11月）し、介護保険運営協議会において、町民のみなさまの意
見を反映しながら、高齢者福祉・第４期介護保険事業計画（平
成21年度から23年度まで）を策定し、あわせて保険料も見直
しました。

●わが町の高齢化率は28.7％で宮城県平均21.2％（20年３月末）を超えています。高齢者一人暮
らし・高齢者のみの世帯・認定者数も増加しています。それに伴い、地域支援事業費（介護状
態とならないよう予防する事業）・介護給付費用も毎年増加している状況です。

●介護従事者の処遇改善をはかるために介護報酬が改定（３％増）されましたが、国からの交付
金を活用して、介護保険料の上昇を抑えました。

●基準となる第４段階に、新たに軽減措置を設けました。

●その結果、介護保険料基準額は、3,800円となります。

＊なお、広報まつしま５月号と一緒に「保健福祉・介護保険ガイドブック」を配布しています。
　サービス内容等をご覧ください。

〈平成21年度から23年度の介護保険料段階と保険料〉

所得段階 対象者
基準額に
対する割合

月額 年額

第１段階
住民税世帯非課税の老齢福祉年金受給及
び生活保護受給者の方

基準額×0.5 1,900円 22,800円

第２段階
世帯非課税かつ合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下の方

基準額×0.5 1,900円 22,800円

第３段階 世帯非課税かつ第２段階に属さない方 基準額×0.75 2,850円 34,200円

第４段階

第４段階に属する方のうち公的年金等収入
＋合計所得金額が80万円以下の方

基準額×0.9 3,420円 41,040円

同一世帯に住民税課税者のいる住民税本
人非課税の方

基準額 3,800円 45,600円

第５段階
本人住民税課税かつ前年の合計所得200万
円未満の方

基準額×1.25 4,750円 57,000円

第６段階
本人住民税課税かつ前年の合計所得200万
円以上の方

基準額×1.5 5,700円 68,400円

◆低所得者の方への対応として、第４段階に所属し『公的年金収入金額＋合計所得金額＝合計額≦80万円』
の方について、介護保険料の負担割合を引き下げる軽減措置を設けました。

みなさまの健やかで安心した暮らしをお手伝いするための介護保険制度です。
ご理解とご協力をお願いします。

●問合先　町民福祉課　健康長寿班　☎355-0666

介護保険からのお知らせ



町民福祉課健康長寿班主催教室（介護予防事業）

スポーツ振興センター主催教室
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松島町温水プール各種教室受講生募集

水中ウォーキング教室〈全8回コース〉
●期日　6月6日（土）、6月13日（土）、6月20日（土）、

6月27日（土）、7月4日（土）、7月11日（土）、
7月18日（土）、7月25日（土）

●時間　午後1時30分～午後3時
●参加料　4,000円（8回分）
※歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25mプ
ールでいろいろなウォーキング、ストレッチなどの水
中運動を行います。

水中エアロビクス教室〈全8回コース〉
●期日　5月26日（火）、6月2日（火）、6月9日（火）、

6月16日（火）、6月23日（火）、6月30日（火）、
7月7日（火）、7月14日（火）

●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（8回分）
※25mプールを使って、水中でのストレッチ、ジャンプ、
ステップ、筋力アップのための水中運動を行います。

楽らくエアロビクス教室〈全8回コース〉
●期日　5月21日（木）、5月28日（木）、6月4日（木）、6月11日（木）、

6月18日（木）、6月25日（木）、7月2日（木）、7月9日（木）
●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（8回分）
※スタジオまたはシルバートレーニングルームを使って、音楽にあわせて
リズムダンス&ウォーキング、ボール体操など柔軟性と筋力アップのた
めの体操を行います。

　暖かくなり、体を動かす絶好の季節になりました。夏に向けて水泳の技術向上、メタボリックシンドローム
の対策など、「美遊」では個人それぞれの目的に合わせた教室を開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。

－夏休み前に泳げるようになろう－
小学生水泳教室1

　参加者個人の能力に合わせて指導
をする水泳教室です。
　初級者の部、中級者の部で開催し
ます。
●日時　5月29日～7月17日の毎週
金曜日（全8回）

初級者の部
午後4時30分～午後5時30分
※水慣れ～クロール15メートル完
泳を目標に指導します
中級者の部
午後5時30分～午後6時30分
※4泳法の基本を中心に指導します。
●定員　それぞれ20名
●指導者　猪股慎一、高橋枝里子
●参加料　3,500円

－癒しの空間でエクササイズ－
ヨーガ教室

　ヨーガ独特の運動で身体を鍛え、
体力維持・増進に励みませんか。8
回の教室で一連の動作を指導します。
●日時　5月19日～7月14日の毎週
火曜日（6月9日を除く）午前10
時30分～午前11時30分（全8回）

●定員　15人
●対象　一般
●指導者　西崎英子
●参加料　4,000円
●その他　各種ポーズ、呼吸法等の
指導をします

－体力向上・減量を目指す方に－
格闘技エクササイズ

　パンチ、キックなどの打撃系格闘
技の動作を音楽に合わせて行うエク
ササイズです。
●5月30日～ 7月18日の毎週土曜日
（全8回）午後7時～午後8時

●定員　15人
●対象　一般（高校生以上）
●指導者　田中浩二
●参加料　4,000円
●その他　パンチ、キックのコンビ
ネーションを音楽に合わせ楽しく
指導します。

全ての教室
●場所　温水プール「美遊」
●対象者　65歳以上の方
　　　　　（先着15名人まで）
●申込み　5月15日（金）
●電話で受付します。
●申込み・問合先
　町民福祉課健康長寿班
　☎355-0666

　アクアエクササイズを除いた全
ての教室を5月9日（土）午前10時
より温水プール「美遊」スタジオ
にて参加料とともに受付します。
●問合先
　スポーツ振興センター
　☎354－4485

プールでの教室
－毎週開催!!－

アクアエクササイズ
　水中エクササイズで身体をリフレ
ッシュしましょう。毎週開催しますの
で、ご都合に合わせて参加ができます。
● 日時　5月14日～毎週木曜日　午
前10時30分～午前11時30分

●定員　定員はありません
●参加料　参加をご希望の方はエク
ササイズ初回に登録参加証（500円）
をご購入ください。その後は常時提
示していただくことでプール通常入
場券にてご参加できます。

－泳げるってたのしい－
成人水泳教室

　何かに目標を持つことで活力のあ
る生活を送りませんか?  泳げるよ
うになって運動の幅を広げましょう。
●日時　5月27日～ 7月15日の毎週
　水曜日（全8回）　午前11時～正午
●定員　10人
●対象　一般
●指導者　高橋枝里子
●参加料　4,500円
●その他　ばた足からクロール25メ
ートル完泳を目標に指導します。

スタジオでの教室
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●日時　毎週土曜日
　子ども　午後２時～３時（４才～）
　大　人　午後３時15分～４時30分
●場所　華園集会所
●問合先　☎767-8024（竹田）

●日時　毎週火曜日
　午後７時30分～午後８時30分まで
●場所　温水プール2Fスタジオ
●会費　月額2,500円
●問合先　☎366-7078（鈴木）

　円通院境内の庭園に小原流の皆さ
んが花を生けます。日本庭園と花の
調和をお楽しみください。
●日時　５月２日（土）、３日（日）、
　4日（祝）午前8時30分～午後5時
●拝観料　300円
●問合先　円通院☎354-3206

　今回は昨年チャレンジした紫シメ
ジの他、平茸や畑シメジなどの自家栽
培も学びます。秋の収穫が楽しみです。
●日時　５月30日（土）
　　　　午前９時～正午（小雨決行）
●締切　５月22日（金）
●場所　野外活動センター（町民の森）
●講師　宮城県仙台地方振興事務所
技師　森屋　恵美　氏
●参加費　1,000円（山の幸鍋料理
含む）※おにぎり持参
●申込・問合先
　野外活動センター（町民の森）
　ＮＰＯ法人ウイザス
　☎353-3910

　まちの子どもたちのためにいっし
ょに活動しませんか？
ハンドベルクラブ「ハッピーベル」
●活動日　毎週木曜日
　　　　　午前10時～正午
●場所　保健福祉センターどんぐり
●内容　ミュージックベルで童謡か
らポップスまで様々な曲を演奏し
ています。清らかなベルの音に心
が癒されます。

人形劇サークル「ピノキオ」
●活動日　毎週水曜日
　　　　　午前10時～正午
●場所　保健福祉センターどんぐり
●内容　大道具、小道具の製作から
人形使いまで自分たちで行い、保
育所等の施設をまわって子どもた
ちに見せています。

　　関心のある方はお気軽に問い合
わせください。見学も随時可能です。
●問合先　松島町子育て支援センタ
ー　☎354-6888

　生涯学習やボランティア等に興
味・関心がある方。または、地域で
元気高齢者対策を実践する方の養成
を目的に開催します。
●応募資格　県内在住概

おおむ

ね50才以上の方
●参加費用　9,000円
　※体験講座での材料費は別途必要
●募集定員　各塾40人（申込み多
数の場合は抽選）

●募集締切　５月20日（水）
●開塾日　各塾７月～12月まで全
６回
●会場　仙南塾（岩沼市中央公民館）、
　石巻塾（東松島市コミュニティー
センター）、登米・栗原塾（登米
市迫公民館）、大崎塾（大崎生涯
学習センター）
●応募方法　ハガキに①住所②氏名
（ふりがな）③年齢④電話番号⑤
希望会場名を明記の上、下記あて
ご郵送ください。
●申入・問合先　〒980-11仙台市
青葉区上杉1-2-3 3F 宮城県社会
福祉協議会「みやぎエルダーネッ
ト事務局」
　☎223-1171

●日時　６月７日（日）午前10時～
●場所　利府町交流館（利府町役場内）
●演題　「少年スポーツの安全のた
めのマウスガードについて」
●講師　多賀城市　アイザワデンタル
　　　　院長　相澤俊彦先生
●問合先　（社）塩釜医師会　☎361-1870

健康の日参加者募集　毎月11日は“健康の日”
　『毎月11日を健康の日』として、健康づくりのための運動教室を実施
しています。
　５月の予定は下記のとおりです。69歳以下の方、ぜひ、ご参加ください。
●日時　５月10日（日）　午前10時～午前11時30分
●場所　松島町温水プール（美遊）
●内容　水中エアロビクス（水着と水泳帽の用意をお願いします）
●参加費　500円（券売機でプール利用券を購入してください）
●申込み・問合先　５月８日（金）まで、電話でお申込みください。
　☎355－0703　保健福祉センター内（健康づくり担当まで）
※６月の健康の日は11日（木）です。

「元気が出る・実用シニア塾」
受講生募集

円通院　小原流野外花展

子育て支援母親クラブ
メンバー募集

 「歯と健康の集い」

エアロビクス同好会　会員募集

合気道無料体験教室

きのこを学ぶ会　森の四季体験教室

▲ハッピーベルのメンバーです

▲ピノキオメンバーです



健 康 どんら
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
5/11（月）、5/18（月）
母子健康手帳の交付　9:30～11:00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　  ☎355-0703）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
5/13（水） 2歳6ヵ月児歯科健診（H18.11月～12月生）
 　受付　9:30～9:45
 2歳児むし歯予防教室（H19.4月～5月生）
 　受付　10:00～10:15
6/ 2（火） ハイハイ赤ちゃんセミナー（H20.10月～11月生）
 　受付　9:30～9:45
 1歳6ヵ月児健診（H19.10月～11月生）
 　受付　12:30～12:45
6/ 5（金） 3歳6ヵ月児健診（H17.11月～12月生）
 　受付　12:30～12:45

予防接種
【BCG】 受付　9:00～9:30
5/7（木） 対象　H20.12月16日～H21.2月20日生

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
5/11（月）、5/19（火）、6/1（月）
 どんぐり保健室　9:00～11:30
5/27（水） どんぐり保健室　13:30～14:30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

シルバー昼食会
5/ 7（木）、5/19（火）　あったか～い（どんぐり1班）
5/13（水）、5/27（水）　あったか～い（公民館）
5/14（木）、5/28（木）　あったか～い（健康館）
5/ 8（金）、5/22（金）　あったか～い（品井沼）
5/12（火）、5/26（火）　あったか～い（どんぐり2班）
5/21（木）　　　　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
5/10（日） 健康の日　10:00～11:30（温水プール）
5/18（月） ノルディックウォーキング教室　10:00～11:30
5/20（水） 特定保健指導
5/22（金） 特定保健指導
5/25（月） 特定保健指導
5/29（金） メタボリック予防教室（温水プール）

健康増進機器利用講習会
平日（1人30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　☎355-0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
5/15（金） ぱいんの会　10:30～13:00

その他の事業
5/20（水） 元気いきいきクラブ（脳刺激訓練教室）　10:00～11:30
5/22（金） 食改育成講習会
　　　
電話相談
保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお受
けしています。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしています。
☎355-0666（平日8:30～17:00）
℻  353-3722（平日8:30～17:00）
●健康に関するご相談は･･･
　健康づくり（保健師・栄養士）　　☎355-0703
●育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
　子育て支援センター　　　　　　☎354-6888
●高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
　地域包括支援センター　　　　　☎354-6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談　　6/ 8（月）　13:30～16:00　塩釜保健所
アルコール相談　5/15（金）　14:30～17:00　塩釜保健所
＊事前に予約が必要です。
骨髄バンク登録受付　5/20（水）　塩釜保健所　10:00～11:00
申込、問合先：塩釜保健所　母子・障害班　☎363-5507
　塩釜保健所　健康対策班　☎363-5504
　保健福祉センターどんぐり　☎355-0703（保健師）

　４月３日の３歳６ヵ月児健診を受診
した13人のうち、９人がむし歯ゼロ
でした。

よい食生活と歯みがきで、
健康な歯を守りましょう！
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今月のピカピカ賞今月のピカピカ賞はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン②
＜栄養・食生活＞

〈松島町ではこんなことに取り組んでいます〉
１． 子どもの頃から栄養バランスのとれた食生
活を身につけられるよう、食育推進活動を応援します。

２． 若い世代や働き盛りの世代を対象とした栄養・食生活に関する学習会、健康講
座等を行います。

３． 地域の食材や食事の大切さに対する理解と食への関心を高めるため、料理教室
や体験学習などを開催します。

４． メタボリックシンドロームや生活習慣病予防のための健康や栄養に関する正し
い情報をわかりやすく提供します。

５． 食に関する地域活動やボランティア活動を支援し、町全体で健全な食生活の実
践を推進します。

〈スローガン〉
☆太りすぎ、やせすぎに気をつけましょう
☆朝ごはんを毎日食べましょう
☆うす味をこころがけましょう
☆野菜のおかずをもう一品増やしましょう

適正体重を維持する
ために、バランスよ
く食べましょう！



7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。
（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

この広報紙は再生紙と環境にやさしい
植物性大豆油インキで印刷しています。

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

松島に
活きる

明日に向かってがんばっているみなさんを紹介

人生をサッカーとともに
東北社会人サッカーリーグ２部南　マリソル松島
監督　村山　進さん（磯崎）

Ｕ-20日本代表として世界を体験

　東北社会人サッカーリーグ２部に所属するマリソル松
島（旧松島クラブ）。その監督として選手の指導にあた
る村山進さんは、（社）宮城県サッカー協会に勤務し、
公私ともにサッカーづけの毎日です。
　村山さんは、松島中学校時代に全国中学生サッカー大
会で中心選手として活躍し、準優勝に貢献しました。そ
の後、仙台育英学園高等学校に進学し主将としてチーム
をまとめ、その活躍が認められＵ-20日本代表としてヨ
ーロッパ遠征に参加するなど輝かしい実績を残していま
す。

１部昇格が目標

　「小さい頃からサッカー一筋だったので、今の仕事は
やりがいがあります」と話す村山さん。リーグ戦が始ま
ると、休日を返上して遠征に随行し、監督だけでなく時
には運転手としてもチームを支えます。「先輩が残した
輝かしい歴史を汚さないように、まずは東北社会人リー
グの１部に昇格したい」と目標を掲げています。

スポーツを通して
地域に貢献を

　「自分を育ててくれた地元に貢献したい」と日本リー
グ（当時国内最高リーグ）からの誘いを断り、地元クラ
ブを選んだ村山さんは、地域の子どもたちを対象とした
総合的なスポーツ教室「レッツ！スポーツ」でも指導し
ています。「子どもたちには、サッカーにこだわらないで、
自分でやりたいスポーツを自分で見つけてほしい」と願
う村山さん。スポーツ全体を視野に入れ、地域貢献に努
めます。

Ｊリーガーを育てたい

　サッカーが盛んな松島町ですが、これまでＪリーガー
を輩出していません。「昔は車のライトで練習した時代
もありましたが、松島町もハード・ソフト両面でスポー
ツをする環境が良くなってきました。この素晴らしい環
境の中で、Ｊリーガーを育ててみたい」と話す村山さん。
これからもサッカーとともに人生を歩み続けます。

（　）は前月比
男 7,614人（－25）　　人口 15,694人（－39）
女 8,080人（－14）　　5,494世帯（－4）

町の人口
（H21年4月1日現在：住民基本台帳）
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▲松島駅の時代は多くの人でにぎわいました

▲村山さん


